
叡電元田中の駅近く、赤提灯と大きな
暖
のれ ん

簾が目印の店、「めんてい」。今回は、
この店のうどんの魅力を紹介する。
店内に入ると、程よく古びた内装が歴
史を感じさせる。席に着いてしばらくす
ると、注文した「とりなんばうどん」が
運ばれてきた。暖かい湯気が筆者の眼鏡
を曇らせる。早速いただくことにした。

まず一口。手打の細麺はツルツルとし
た食感と適度な柔らかさで、のどごしも
抜群だ。そしてやや濃いめのだしの味わ
いは、まろやかで、深い。実に丁寧に作
られた印象を受ける。この味の秘訣を、
山原仁

やすし

泰店長(44)に尋ねてみた。
「麺は２種類の小麦粉を独自に配合し
て作っています。それに、だしをとるに
もかつおと昆布だけでなく、さばやいわ
しの削り節も使ってるんですよ」
店長のこの言葉を聞くと、極上の味に
も納得できる。店長は日本全国のうどん
を食べ歩き、さらに試行錯誤を重ねた末、
このオリジナルのうどんを完成させたそ
うだ。

また、うどんの量を１玉、1.5玉、２玉、
どれにしても全て同額なのが嬉しい。こ
れについて店長は、「開店当時は何玉で
も自由だったけど、10玉とか注文される
とさすがに困ってね…」というエピソー
ドを聞かせてくれた。この人のサービス
精神には脱帽だ。
店内には、勤め人や近所のおばさんな

ど常連客が多い。この店のうどんに魅せ
られた筆者も、また食べに来ようと心に
決めたのだった。 （ペー）

・めんていうどん（下写真） ¥630

・Ｂセット(肉カレーうどん＋ライス）

 ¥600

・ざるうどん ¥530

※うどんの量は１玉、1.5玉、２玉、全

て同額（鍋焼きうどん除く）
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其の七十一

　志賀越道は京都と大津を結ぶ近道で、
今も「山中越」「今

いま

路
みち

越」の名が残る。
現在では山中越ドライブウェーが利用さ
れているが、古くは湖西・北陸地方の物
資を京都へ運ぶのに利用された道だった。
　志賀越道の出発点は河原町丸太町の北
にある荒神口。そこから東に進むと鴨川
にさしかかる。幕末に荒神橋がかかった
が、その後も牛車は橋を傷めるので、す
べて鴨川の中を通らされた。このため、
牛車が川に降りていく道が人の通る橋と
は別に設けられ、今もその跡が荒神橋西
詰のたもとに残る。
　橋を渡り、北東への細い道を進むと東
山東一条の交差点に着くが、ここで北東
への道が途切れる。目の前には京都大学。
地図を見てみると、京都大学を挟んだ道
の延長上に同じく北東へ延びる道がある。
そう、すでにおわかりのように、志賀越

道は京都大学により分断されているのだ。
かつて道は現在の時計台北側を通り、本
部構内東門付近の道につながっていたと
される。時計台の改修に伴う発掘調査で
は道の遺構が発見されている。
　北白川バス停付近で今出川通と交わる。
この角には大きな石の仏像がどっしりと

「元の地へ戻りたい」と秀吉の夢の中で
言ったので、元に戻されたと言われる。
　また、道のところどころに小さな仏像
が祀られている。昔は道中の安全を守る
ための道祖神が、街道沿いや集落・国境
に祀られていたというが、これらの仏像
もそのような役割を持っていたのだろう。
　現在、志賀越道は車一台しか通れない
部分やハイキングコースとなっている部
分も多い。しかし、そこはかつて多くの
旅人が利用した重要な交通路だった。も
しかしたら、目の前の身近な路地にもそ
んなエピソードが隠されているかもしれ
ない。 （A－K）
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碁盤目状に道が延びる京都。だが碁盤目に沿
わない「斜めの道｣もある。たとえば東山東一
条から南西へ伸びる道と吉田山の北、今出川
通から北東へ分岐する道。これらはかつて京
都と湖西を結ぶ一本の道だった。

座っており、子
安観音と呼ばれ
信仰されている。
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がこの道を通っ
て京都中心部へ
花を売り歩くと

▲子安観音。同様の大きな石
仏が峠と下り口にも建つ。
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1.5倍スーパーカップのラーメンは、コタツにスープをこぼした時の被害もスーパーでした。 （工・２　滋賀の鬼殺し）


